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【手続補正書】
【提出日】平成22年6月22日(2010.6.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素が配列された撮像素子を有する撮像装置において、
　前記複数の画素にリセット電圧を供給するための共通電源と、
　前記共通電源に流れる電流に基づいて前記複数の画素のいずれかが飽和状態にあること
を検出する飽和検出手段と、
を有することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記飽和検出手段により前記複数の画素が飽和状態にあることを検出したときに、前記
複数の画素への露光を停止させる、又は前記複数の画素における電荷蓄積動作を停止させ
るように構成したことを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記複数の画素から信号を出力するために各画素毎に設けられたＭＯＳ型転送スイッチ
を有し、前記ＭＯＳ型転送スイッチのゲートに印加される電圧のうち、低レベル電圧を可
変にするように構成したことを特徴とする請求項１又は２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記ＭＯＳ型転送スイッチのゲートに印加される低レベル電圧は、前記複数の画素への
露光中又は前記複数の画素における電荷の蓄積中に第１の電圧に設定され、それ以外の時
は前記第１の電圧よりも低い第２の電圧に設定するように構成したことを特徴とする請求
項３に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記複数の画素への露光中又は前記複数の画素における電荷の蓄積中に前記ＭＯＳ型転
送スイッチのゲートに印加される低レベル電圧は、周囲環境温度が高いときは前記第１の
電圧よりも低く前記第２の電圧よりも高い第３の電圧に設定するように構成したことを特
徴とする請求項４に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記複数の画素への露光中又は前記複数の画素における電荷の蓄積中に前記ＭＯＳ型転
送スイッチのゲートに印加される低レベル電圧は、露光時間又は電荷蓄積時間が長いとき
に、前記第１の電圧よりも低く前記第２の電圧よりも高い第３の電圧に設定させるように
したことを特徴とする請求項４に記載の撮像装置。
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【請求項７】
　複数の画素が配列され、前記複数の画素にリセット電圧を供給するための共通電源を備
えた撮像素子を有する撮像装置の制御方法であって、
　前記共通電源に流れる電流に基づいて前記複数の画素のいずれかが飽和状態にあること
を検出することを特徴とする撮像装置の制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】撮像装置及びその制御方法
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、ＣＭＯＳイメージセンサ等の撮像素子を用いた撮像装置及びその制御方法に
関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記目的を達成するため、本発明の撮像装置は、複数の画素が配列された撮像素子を有
する撮像装置において、前記複数の画素にリセット電圧を供給するための共通電源と、前
記共通電源に流れる電流に基づいて前記複数の画素のいずれかが飽和状態にあることを検
出する飽和検出手段と、を有することを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　また、本発明の撮像装置の制御方法は、複数の画素が配列され、前記複数の画素にリセ
ット電圧を供給するための共通電源を備えた撮像素子を有する撮像装置の制御方法であっ
て、前記共通電源に流れる電流に基づいて前記複数の画素のいずれかが飽和状態にあるこ
とを検出することを特徴とする。
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